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標準の曲率半径𝜌𝜌 = 𝜌𝜌0から 2 倍の𝜌𝜌 = 2𝜌𝜌0にすることで，応力集中が減少し締結体の疲


















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文では，適切なナット高さとピッチ差を与えることで，疲労強度向上と緩み止め効果
の両者を低価格で実現する方法を提案している．耐緩み止めのメカニズムをユンカー緩み
試験の実験と解析で検証するとともに，疲労強度を向上させるため，ねじ山谷底の半径の影
響を明確にしている．得られた知見は，工業上ならびに機械工学の分野に寄与するところ大
であり，博士（工学）の学位論文に値するものとして認められる．なお，本論文に関し，調
査委員並びに公聴会出席者からは，緩み止めのメカニズム，ねじ山の荷重分担率や応力集中，
ユンカー緩み試験の実験結果と解析結果の違い，適切な要素サイズ，解析条件及び解析精度
等について質問がなされたが，いずれも適切な回答がなされた．  
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した
結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
